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水道用ダクタイル鋳鉄製副弁内蔵式バタフライ弁 
平成 ８年 ６月２４日仕様制定 

平成３０年 ４月  １日仕様改正 

 

１．適用範囲 

この仕様は、水道用ダクタイル鋳鉄製副弁内蔵式バタフライ弁（以下、「バルブ」と

いう。）について定める。 

 

【備考１】次に揚げる規格は、この仕様に引用されることによって、この仕様の規

定の一部を構成する。これらの引用規格は、その最新版を適用する。 

ＪＩＳ Ｂ ０１００（バルブ用語） 

ＪＩＳ Ｂ ２００１（バルブの呼び径及び口径） 

ＪＩＳ Ｂ ２００３（バルブの検査通則） 

ＪＩＳ Ｇ ３１０１（一般構造用圧延鋼材） 

ＪＩＳ Ｇ ４３０３（ステンレス鋼棒） 

ＪＩＳ Ｇ ４３０４（熱間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯）） 

ＪＩＳ Ｇ ４３０５（冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯） 

ＪＩＳ Ｇ ４３１８（冷間仕上ステンレス鋼棒） 

ＪＩＳ Ｇ ５１２１（ステンレス綱鋳鋼品） 

ＪＩＳ Ｇ ５５０１（ねずみ鋳鉄品） 

ＪＩＳ Ｇ ５５０２（球状黒鉛鋳鉄品） 

ＪＩＳ Ｈ ８６１５（工業クロムめっき） 

ＪＩＳ Ｋ ６３５３（水道用ゴム） 

ＪＩＳ Ｋ ６８９７（四ふっ化エチレン樹脂パイプ） 

ＪＷＷＡ Ｂ １３８（水道用バタフライ弁） 

ＪＷＷＡ Ｋ １３９（水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗料） 

ＪＷＷＡ Ｚ １０３（水道用バルブのキャップ） 

ＪＷＷＡ Ｇ １１２（水道用ダクタイル鋳鉄管内面エポキシ樹脂粉体塗料） 

局仕様 ダクタイル鋳鉄製品内面エポキシ樹脂粉体塗装標準仕様書 

※「局仕様」とは大阪市水道局規格資材を示す。 
 

【備考２】この仕様の中で、｛ ｝を付けて示してある単位及び数値は、従来単

位によるものであって、参考として併記したものである。 
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２．用語の意味  

この仕様で用いる主な用語の意味は、ＪＩＳ Ｂ ０１００によるほか、次による。 

（１）使用圧力 

通常の使用状態における水の圧力であって、”最高使用圧力”（静水圧）のこと

である。 

（２）最高許容圧力 

指定温度において耐圧部分に異常を来さない最高の圧力であって、使用圧力に水

撃圧を加えた圧力をいう。 

（３）最高流速 

バルブを全開したとき、許容できる流速の最大値であって、バルブの呼び径に等

しい管の平均流速をいう。 

 

３．種類 

（１）種類 

バルブの種類は、表１のとおりとする。 

 

表１ バルブの種類 

種 類 
呼び圧力 

(記号) 

使用圧力 最高許容圧力 全閉時の最大差圧 最高流速 

m/s MPa {kgf/cm2} MPa {kgf/cm2} MPa {kgf/cm2} 

2種 
A 

7.5K 0.74 {7.5} 1.27 {13} 0.74 {7.5} 
3 

B 6 

 

（２）形式 

バルブの形式は、立形及び横形とする。 

（３）呼び径 

バルブの呼び径は、次のとおりとする。 

４００・４５０・５００・６００・７００・８００・９００・１０００ 

１１００・１２００・１３５０・１５００ 

 

４．性能 

バルブの性能は次のとおりとする。 

（１）弁箱の耐圧 

弁箱の耐圧は、１０．（１）によって試験を行ったとき、各部に漏れその他の異常

があってはならない。 

（２）弁座の漏れ 

弁座の漏れは、１０．（２）によって試験を行ったとき、漏れがあってはならない。 

（３）バルブの作動 
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作動は、１０．（３）によって試験を行ったとき、バルブは円滑に全開及び全閉し

なければならない。 

 

５．構造・形状・寸法 

バルブの構造、形状及び寸法は、次のとおりとする。 

（１）バルブの構造及び形状 

バルブの構造及び形状は、資材供給者承認申請者と本市との協議によって定めるこ

ととする。なお、バルブの構造及び形状の一例を付図１（立形）及び付図２（横形）

に示す。 

（２）バルブの主要寸法 

バルブの主要寸法は、付図１及び付図２による。ただし、主弁軸と副弁軸の離隔（Ｅ

及びＦ寸法）については、鉄蓋外側より余裕をもって操作できる寸法とすること。 

なお、主要寸法の許容差は、日本水道協会水道用バタフライ弁検査施行要項による。 

（３）バルブ操作軸の開閉方向 

バルブ操作軸の開閉方向は、主弁及び副弁とも原則として右回り開き、左回り閉じ

とする。ただし、当局の指定によって、左回り開き、右回り閉じとすることができる。 

なお、バルブのキャップの形状は、ＪＷＷＡ Ｚ １０３のとおりとする。 

（４）弁箱 

（ａ）弁箱の接続部の構造はフランジ形（原則として大平面座）とし、その寸法は付

図１、付図２による。また、フランジのボルト穴の配置は、フランジ面の垂直軸

線に対し、振り分けとする。 

なお、その寸法許容差は日本水道協会の水道用バタフライ弁検査施行要項によ

る。 

（ｂ）弁箱には強度上必要な場合、リブを設ける。この場合、上向きのリブには水抜

きを設ける。 

（ｃ）バルブ支持用の脚は、原則として呼び径６００mm以上のバルブに設ける。 

（５）弁体 

（ａ）全開時における弁体は、水流の方向と平行になるようにする。 

（ｂ）全閉時の弁体の角度は、水流の直角方向から測って１５度以下とする。 

（ｃ）バルブの開閉の際、弁体の行き過ぎを防止するために、外部から調整可能な機

械的ストッパを設けなければならない。 

（ｄ）弁体は、流体抵抗の少ない形状としなければならない。 

（ｅ）副弁は、主弁の弁体に内蔵し、主弁と副弁は独立して任意に操作できる構造と

する。なお、キャップには主弁・副弁の識別が容易にできるよう明示しなければ

ならない。 

（６）弁棒 
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（ａ）主弁棒は、弁体の両端に差し込んだ２本のものとする。なお、弁棒の弁体に対

する最小差込み深さは、それぞれの弁棒の径の１．５倍とする。但し、副弁棒は、

１本にすることができる。 

（ｂ）主弁棒の最小径（１）は、付図１及び付図２に示す寸法とする。 

注（１）：弁軸受部から弁体への差込み部までの寸法をいう。 

（ｃ）弁棒は、キー・リーマボルト・テーパピンなどで、弁体に強固に取り付けられ

ていなければならない。 

（７）弁座 

（ａ）弁箱側弁座は、弁体の全閉位置に設ける。 

（ｂ）弁座材料の組合せは、表２による。 

 

表２ 弁座材料の組合せ 

弁箱側弁座 弁体側弁座 

金属 ゴム 

ゴム 金属 

 

（ｃ）ゴム弁座は、使用中に異常が起きないように強固に取り付けなければならない。 

（８）弁軸受 

弁軸受は面圧（２）に十分に耐えるもので、給油を必要としないものとする。 

注（２）：バルブが全閉のとき、弁体に受けた静水圧が弁棒に伝わり、それを弁軸受に

受ける射影単位面積当たりの荷重をいう。 

 

６．操作機 

（１）操作は、原則として手動とする。 

（２）操作機は、最大トルクがかかる使用条件下でバルブの開閉ができ、かつ、任意の

位置に弁体を保持できるものでなければならない。 

（３）減速歯車部は、密閉式（３）とし、歯車の歯は、全て機械加工を行う。 

注（３）：密閉式とは、減速歯車部を密閉したものをいう。 

（４）操作機の減速部は、油浴潤滑又はグリース潤滑とする。 

（５）操作機は、ハンドル車又はキャップを付けたものとし、その操作力は３９２Ｎ｛４

０ｋｇｆ｝以下でなければならない。 

なお、キャップの場合は、キャップ軸のトルクは１９６Ｎ･ｍ｛２０ｋｇｆ･ｍ｝

以下とする。 

（６）弁開度の指示板表示は、角度並びに百分率とするとともにＯ・Ｓ表示とする。た

だし、副弁については、Ｏ・Ｓ表示とする。 

なお、指示板の表示は、０度(０％)で全閉、９０度(１００％)で全開とし、目盛
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りは５度(５％)ごとに刻み、文字は１０度(１０％)ごとに表示する。 

 

７．外観 

（１）バルブの塗装前の外観は鋳肌の表面が滑らかで、鋳巣、割れ、きず、鋳ばりその

他使用上有害な欠点があってはならない。ただし、鋳巣、きずなどで軽微なものに

ついては、本市の承諾を得て、アーク溶接を施し手直しをしてもよい。 

（２）バルブの塗装後の塗装面の仕上がりは、塗り残し、泡、膨れ、はく離、異物の付

着、著しい塗りだまり、その他有害な欠点があってはならない。 

 

８．材料 

バルブの主要材料は、原則として付表１による。 

 

９．塗装 

（１）塗料及び塗装方法等 

バルブの塗装に用いる塗料は、衛生上有害な影響を及ぼさないもので、乾燥後水に

侵されず、かつ、水質に悪影響を与えることなく、寒暑によって異常を生じないもの

で、原則として表３による。 

また、塗装方法、塗膜の厚さ、塗装の試験方法、塗料の検査、塗装後の検査につい

ても表３による。 

 

表３ 塗装 

項  目 

バルブの内面 

(フランジガスケット座面含む) 
バルブの外面 

水道用エポキシ樹脂粉体塗装 水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗装 

塗  料 ＪＷＷＡ Ｇ １１２による ＪＷＷＡ Ｋ １３９による 

塗装方法 

｢ダクタイル鋳鉄製品内面エポキシ

樹脂粉体塗装標準仕様書」による 

ただし、ＪＷＷＡ Ｇ １１２及び

Ｂ １３８の９ 塗装に準じてもよ

い。 

（注：１）による 

塗膜の厚さ 
硬化後の塗膜厚さは0.3mm以上とす

る。以下、（注：２）による 
硬化後の塗膜厚さは0.1mm以上とする 
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塗料の試験方法 

｢ダクタイル鋳鉄製品内面エポキシ

樹脂粉体塗装標準仕様書」による 

ただし、ＪＷＷＡ Ｇ １１２及び

Ｂ １３８の９ 塗装に準じてもよ

い。 

ＪＷＷＡ Ｋ １３９による 

塗料の検査 〃 〃 

塗装後の検査 〃 （注：３）による 

（注：１）水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗料を塗装する場合は、前処理として、さび、

その他塗装に有害な付着物を十分除去した後、機械塗りまたは手塗りのいずれか

で、塗りむら、塗りもれ、異物の付着などがなく、均一な塗膜が得られるように

行う。 

（注：２）ただし、フランジガスケット座面、合わせ面、はめ合い部及びしゅう動部は除

く。 

（注：３）水道用ダクタイル鋳鉄管合成樹脂塗料を塗装する場合は、塗装の仕上がり面に、

塗りだまり、はがれ、異物の混入、塗りむらその他使用上有害な欠陥がないこと

を検査する。 

 

（２）本市が特に指定した塗料 

塗装について本市が特に指定した場合は、これによる。 

 

１０．試験方法 

（１）弁箱耐圧試験方法 

弁箱耐圧試験は、バルブを開いた状態で、表４の水圧を加える。なお、保持時間

は、表５による。 

 

表４ 水圧 

呼 び 径 

水 圧 

２ 種 

ＭＰa {kgf/cm2} 

４００～１５００ １．３７ １４．０ 
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表５ 保持時間 （単位：分） 

呼 び 径 保持時間 

４００～１５００ ３ 

 

備考 表５の値は、試験圧力が規定の水圧に上昇してからの試験時間の最小

値を示す。 

 

（２）弁座漏れ試験 

弁座漏れ試験は、バルブを全閉し、片側ずつ表６の水圧を加える。なお、保持時

間は表７による。 

 

 

表６ 水圧 

呼 び 径 

水  圧 

２  種 

ＭＰa {kgf/cm2} 

４００～１５００ ０．７４ ７．５ 

 

表７ 保持時間 （単位：分） 

呼 び 径 保持時間 

４００～４５０ １ 

５００～１５００ ２ 

 

備考 表７の値は、試験圧力が規定の水圧に上昇してからの試験時間の最小

値を示す。 

 

（３）作動試験 

作動試験は、バルブを組立後、バルブの全開及び全閉作動を行う。 

 

１１．検査 

バルブの検査は、１０．による試験方法、ＪＩＳ Ｂ ２００３などによって、次の

各項目について行い４．～９．の規定に適合しなければならない。 

（１）弁箱耐圧検査 

（２）弁座漏れ検査 

（３）作動検査 
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（４）構造、形状及び寸法検査 

（５）外観検査 

（６）材料検査 

（７）塗装検査 

 

１２．表示 

バルブの表示は、次の通りとする。 

（１）鋳出し表示 

弁箱の外側の一定の場所に、次の（ａ）～（ｈ）を高さ２ｍｍ以上に鋳出しする。 

（ａ）特殊品を表す記号 ト 

（ｂ）)¦(の記号 

（ｃ）刻印座 

（ｄ）呼び径 

（ｅ）製造者名又はその略号 

（ｆ）鋳造年 

（ｇ）球状黒鉛鋳鉄品の記号 Ｄ 

（ｈ）流れ方向の矢印 

（２）銘板表示 

バルブの外側の一定の場所に、次の（ａ）～（ｇ）を銘板で明示する。 

（ａ）呼び圧力 

（ｂ）最高許容圧力 

（ｃ）最高流速 

（ｄ）主弁及び副弁のハンドル又はキャップの回転数（全開から全閉まで） 

（ｅ）主弁及び副弁の呼び径・最大トルク 

（ｆ）製造年 

（ｇ）質量 

（３）キャップの銘板表示 

主弁及び副弁のキャップの下部に、主弁･副弁各々が明確になるよう銘板表示するこ

と。なお、銘板表示はステンレス鋼板に最大トルク・回転数・矢印・「アケル」の項

目について表示すること。 

 

１３.その他 

（１）弁本体が弁室内に収まることが確認できる図面、並びに鉄蓋の内径寸法の中に、

主弁軸と副弁軸の位置関係が分かる図面を承認図に記載すること。 

（２）本仕様書は基準となる項目について定めたものである。特別な仕様及び詳細に表

記する必要が生じた場合等は、その都度本市の承諾を受けること。 
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